
令和２年２月１７日 

総 務 部 防 災 課 

総 務 部 

令和元年度冬の避難所総合訓練の実施結果について 

 

１ 実施日時等 

⑴  日 時  令和２年２月９日（日） 午前１０時から午前１１時３０分まで 

⑵  場 所  千駄木小学校  

⑶  参加者 

№ 所 属 人数 

１ 区民防災組織 ５９  

２ 区民（体験型訓練参加） １４９  

３ 学校職員 ５  

４ 防災関係機関等（文京区医師会・文京区歯科医師会・文京区薬剤師

会・本郷消防署・本郷消防団・駒込警察署・文京手話会・文京区ア

マチュア無線局非常通信連絡会・日本郵便株式会社・東京都トラッ

ク協会文京支部・東京ケーブルネットワーク株式会社・一般財団法

人日本環境衛生センター） 

５４  

５ 区職員 ４０  

 合 計 ３０７  

 

２ 訓練テーマ 

  訓練テーマは「感染症対策」とし、以下の訓練を行った。 

⑴ 避難所開設キットによる初動対応訓練 

避難所開設キットには初動対応として発災から３時間以内にするべきことを記し

た行動手順書が入っており、避難所運営協議会スタッフはその行動手順書に沿って避

難所開設及び運営に必要な行動をとった。訓練を行う過程では行動手順書をより使い

やすくするための内容や掲示物の効果的な貼り出し方などの改善点等も検討しなが

ら訓練を行った。 

 

⑵ 「感染症対策」に関する情報提供 

一般財団法人日本環境衛生センター職員から冬の避難所において想定される感

染症の事例について説明を受け、本部室において対処方法について訓練を実施し

た。 

また、ノロウィルス対策として正しい手洗い方法等の周知をＤＶＤやリーフレ

ットによって周知を行った。 

 

３ 訓練内容 

⑴ 避難所運営訓練 

避難所運営訓練、体験型訓練の二つに分けて実施した。なお、避難所運営訓練にお



いては、避難所開設キットを使用し、訓練を行った。 

ア 初動対応訓練 

①備蓄倉庫から備品を取り出し 

②区職員による災害対策本部へのメール連絡 

③受水槽の確認 

④避難者の待機、誘導 

⑤施設内のライフラインの確認 

⑥トイレの使用可否確認及び準備 

⑦施設内の安全点検 

⑧区職員による災害対策本部への連絡 

⑨土足禁止スペースの特定 

⑩本部及び班編成 

  イ 各班訓練（初動対応終了後） 

①本部班 

・避難所本部開設 

・施設内の利用計画策定 

・避難所運営ルール規定及び周知 

②総務情報班 

・受付訓練 

・情報掲示（帰宅困難者受入施設、妊産婦・乳児救護所への案内等） 

・災害時特設公衆電話設置訓練 

③避難者援護班 

・居住スペース確保訓練 

・施設内の定期的な安全点検 

・ダンボールベット、プライベートテント等の設営 

④救護衛生班 

・医療救護所の設営訓練  

・トリアージ補助訓練 

・応急手当 

・トイレ設営訓練（マンホールトイレ・簡易トイレ）    

⑤給食物資班 

  ・飲料水の確保場所の確認 

・照明機材の保管場所及び設置場所確認 

・炊き出し訓練 

ウ 本部会議 

  ・各班からの情報収集及び情報共有 

 



⑵  物資搬入訓練 

東京都トラック協会文京支部による物資の搬入訓練を行うとともに、避難所での受

入れ訓練及び物品管理を行った。 

① 千駄木小学校に救援物資の搬入 

② 体育館に救援物資を運搬 

③ 救援物資として搬入された品と数の確認 

  

⑶ 臨時災害ＦＭ放送局試験放送 

    臨時災害ＦＭ放送局の試験放送を行い、情報伝達訓練や放送局の運営訓練など災

害時における迅速かつ円滑な情報伝達手段の確認を行った。 

 

⑷ 体験型訓練 

発災時に想定される状況の初期対応を体験した。 

① 消火訓練            

② 煙体験ハウス 

③ 防災体験ツアー 

④ 応急救護訓練（ＡＥＤ取扱、心肺蘇生法） 

⑤ 医療救護所体験（トリアージ体験） 

 

⑸ 展示ブース 

① 本郷消防署・本郷消防団 

② 駒込警察署 

③ 日本郵便株式会社 

④ 文京区アマチュア無線局災害非常通信連絡会 

 

４ 参加者意見（検討会及び訓練中の意見） 

【訓練について】 

・ 避難者をグラウンドまで誘導する掲示物の枚数を増やした方が良いと思った。 

・ キットの「はじめにすること」の中に施設のライフラインの確認の作業があったが、

どの部屋のどこをチェックすれば良いかを明確に記載したら分かりやい。 

・ 受付で使用する備品として、クリップ、ポストイット、ファイルボックスがあれば良

いと感じた。 

・ 医療救護所の場所が狭く、受付等の配置を再度考えていかなくてはならないと思った。 

・ 医療救護所に医療用グローブがあれば良いと思った。 

・ 災害用特設公衆電話の設置場所について、玄関の受付付近に設置したが、下駄箱があ

ったため狭く、設置場所を今後検討していく必要がある。 

・ 避難所を開設するにあたって、決めなくてはいけないルールがたくさんあり、大変だ

と感じた。 



・ 区の備蓄物資には限りがあるので、自分の家で食べ物等を備蓄することが大切だと思

った。 

 

【防災課より】 

今回は、厳しい寒さの中での訓練だったが、多くの方に来場いただき、訓練を無事終え

ることが出来て非常に良かったと思う。 

避難所開設キットについては、今回の訓練を踏まえた意見により、より使いやすくする

ために、今後カスタマイズしていく。 

今後も継続的な訓練を通じて、災害時の迅速な避難所開設に備えてもらいたいと思う。 


